
5頁 令和 5 年 . 広報けいせん 4 月 

■
県
道
豆
田
稲
築
線
（
九
郎
丸
工
区
）

　

県
事
業
で
取
り
組
ん
で
い
る
県
道
豆
田

稲
築
線
（
九
郎
丸
工
区
）
に
つ
い
て
は
、

事
業
着
手
か
ら
４
年
目
を
迎
え
福
岡
県
飯

塚
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
、
道
路
整

備
に
必
要
な
用
地
等
に
つ
い
て
地
権
者
と

の
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
移
転
補
償
の
対
象
と
な
っ
た
土
地
の

代
替
地
に
本
町
の
遊
休
地
を
活
用
す
る
な

ど
、
桂
川
町
と
し
て
も
地
元
協
議
等
の
支

援
を
行
い
、
早
期
の
実
現
に
向
け
て
事
業

の
推
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」
の
2
月

末
時
点
に
お
け
る
寄
付
の
状
況
は
、
件

数
で
３
，
９
９
６
件
、
金
額
で
は
４
，

０
６
７
万
７
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
等
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
返
礼
品
の
拡
充
な

ど
に
努
め
る
と
と
も
に
、
寄
付
い
た
だ
い

た
方
に
御
礼
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
す

る
な
ど
、
本
町
の
紹
介
・
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組

み
ま
し
た
が
、
前
年
度
実
績
額
の
約
70
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
取
組
と

し
て
、
返
礼
品
の
開
発
・
登
録
や
受
付
サ

イ
ト
の
拡
大
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
方
式
の
導
入
等
を
検
討
し
、
事
業
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

■
地
域
公
共
交
通
計
画

　
公
共
交
通
網
の
整
備
促
進
の
た
め
「
地

域
公
共
交
通
会
議
」
に
つ
い
て
国
・
県
の

動
向
や
他
団
体
の
先
行
事
例
等
を
検
討
・

協
議
す
る
中
で
、
道
路
運
送
法
を
根
拠
法

令
と
す
る
『
地
域
公
共
交
通
会
議
』
と
、

地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
を
根
拠
法

令
と
す
る
『
法
定
協
議
会
』
の
機
能
を
併

せ
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
各
種
施
策
の
効
率

性
や
実
効
性
を
高
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

公
共
交
通
は
、
経
済
活
動
や
住
民
生
活

を
支
え
る
重
要
な
社
会
基
盤
で
あ
り
ま

す
。
本
町
の
将
来
を
支
え
る
交
通
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
を
着
実
に
進
め
る
た
め
の
「
地

域
公
共
交
通
計
画
」
を
策
定
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

▲県道豆田稲築線（九郎丸工区）の一部

▲返礼品：「ToiToi」さんのグラノーラ3種セット


